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は
じ
め
に

　
伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
の

母
義
姫
（
一
五
四
八
～
一
六
二
三
）
の
最
晩

年
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
元
和

八
年
（
一
六
二
二
）
九
月
山
形
か
ら
仙
台
の

政
宗
の
も
と
に
帰
り
、
翌
年
七
月
に
亡
く
な

る
ま
で
の
約
一
年
間
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
、
新

し
い
資
料
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
探
っ
て
み

た
い
。

　
と
こ
ろ
で
義
姫
の
名
前
に
つ
い
て
は
、
手

紙
や
日
記
な
ど
当
時
の
一
次
資
料
で
確
認
で

き
な
い
。
伊
達
家
の
居
城
米
沢
城
の
東 （

１
）

館
に

住
ん
で
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、「
お
東
」「
お

東
様
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
元

禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
編
纂
さ
れ
た
伊

達
家
の
正
史
「
貞
山
公
治
家
記
録
」
（
仙
台

市
博
物
館
蔵
）
に
は
政
宗
の
母
と
し
て
義
姫

の
名
が
出
て
く
る
。
こ
こ
で
は
「
貞
山
公
治

家
記
録
」
（
以
下
、
「
治
家
記
録
」
と
略
す
）

に
従
っ
て
義
姫
と
し
て
話
を
進
め
て
い
き
た

い
。
な
お
、
保
春
院
は
諡
（
お
く
り
な
）
で

あ
る
。

義
姫
の
願
い

　
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
十
一
月
四
日
夜

政
宗
の
居
城
岩
出
山
（
宮
城
県
大
崎
市
）
か

ら
山
形
へ
出
奔
し
た
義
姫
が
二
十
八
年
振
り

に
仙
台
の
政
宗
の
も
と
に
帰
る
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
元
和
八
年
八
月
の
実
家
最
上
家
の

改
易
だ
っ
た
。
内
紛
に
よ
り
山
形
藩
五
十
七

万
石
が
幕
府
に
よ
っ
て
城
地
没
収
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
三
代
藩
主
最
上
家
信
（
後
の
義

俊
。
当
時
十
七
歳
）
の
時
で
あ
る
。
家
信
は

義
姫
の
兄
義
光
（
山
形
藩
初
代
藩
主
。
一
五

四
六
～
一
六
一
四
）
の
孫
に
あ
た
る
。

　
改
易
に
よ
っ
て
行
き
場
を
失
っ
た
義
姫
を

政
宗
は
幕
府
の
許
可
を
得
て
仙
台
に
引
き
取

る
。
そ
れ
は
母
義
姫
の
希
望
で
も
あ
っ
た
。

元
和
八
年
九
月
六
日
義
姫
が
政
宗
の
家
臣
片

倉
小
十
郎
重
綱
と
山
岡
志
摩
守
重
長
に
宛
て

た
手 （

２
）

紙
で
は
、
「
せ

（
是
非
）ひ

〳
〵
か （

徒
）ち

は （
裸
足
）

た
し
に

て
も
、
政
宗
の
く （

国
）に

の
は （

端
）し

へ
こ
ろ
ひ
入
候

は
ん
と
、
心
か （

懸
）け

申
候
（
中
略
）
と （

年
）し

の

う （
上
）へ

と
申
三
年
ほ
と
わ

（
患
）

つ
ら
ひ
候
て
、

た （
立

　居
）

ち
ゐ
さ
へ
ふ

（
不

　自

　由
）

ち
ゆ
う
に
て
候
（
中
略
）
内
々

よ
（
義

　光
）

し
あ
き
は （

果
）て

候
て
此
か
た
ハ
、
一
入

さ （
散

　々
）

ん
〳
〵
の
て （

態
）い

に
て
お （

居
）り

申
候
」
と
苦
衷

を
訴
え
て
い
る
。
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）

一
月
兄
義
光
が
亡
く
な
っ
た
後
は
苦
し
い
生

活
が
続
き
、
年
の
上
と
は
言
い
な
が
ら
三
年

前
か
ら
は
病
の
た
め
体
調
を
崩
し
、
立
ち
居

さ
え
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
徒
歩
、
裸
足
で
で
も
政
宗
の
国

の
端
に
転
び
入
り
た
い
、
と
い
う
言
葉
に
切

実
な
思
い
が
こ
も
る
。

　
義
姫
が
政
宗
の
も
と
に
帰
り
た
い
と
願
っ

た
の
は
、
実
は
最
上
家
改
易
以
前
か
ら
で
あ

る
。
前
年
の
七
月
二
十
日
と
推
定
さ
れ
る
仙

台
の
資
福
寺
（
仙
台
市
青
葉
区
北
山
に
あ
る

伊
達
家
の
菩
提
寺
）
に
宛
て
た
手 （

３
）

紙
で
も
、

政
宗
の
国
へ
参
り
、
そ
こ
で
死
に
た
い
と
述

べ
て
い
る
。
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
手
紙
な
の
で
、
全
文
を
掲
載
す

る
（
写
真
）
。

　
差
出
人
の
「
小
宰
相
」
は
義
姫
の
侍
女
。

高
齢
の
た
め
侍
女
に
代
筆
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

乱
筆
・
乱
文
を
詫
び
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
、

教
養
を
感
じ
さ
せ
る
見
事
な
筆
跡
の
仮
名
消

息
で
あ
る
。
文
中
の
「
石
見
殿
」
は
政
宗
の

側
近
茂
庭
石
見
守
綱
元
で
あ
る
。
『
伊
達
家

文
書
』
で
は
、
こ
の
手
紙
を
資
福
寺
の
虎
哉

和
尚
（
一
五
三
〇
～
一
六
一
一
）
に
宛
て
た

も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
虎
哉
が
資
福

寺
の
住
職
を
務
め
る
の
は
天
正
十
三
年
（
一

五
八
五
）
十
二
月

（
４
）ま

で
で
あ
り
、
こ
れ
は
当

た
ら
な
い
。
前
述
の
義
姫
が
片
倉
・
山
岡
に

宛
て
た
手
紙
と
内
容
が
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、

元
和
七
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ち
な
み

に
こ
の
年
、
政
宗
は
八
月
二
十
日
に
仙
台
を

発
ち
同
二
十
八
日
に
江
戸
に
着
い
て
お
り

（
「
治
家
記
録
」
）
、
手
紙
の
内
容
と
も
一
致
す

る
。
元
和
七
年
と
す
れ
ば
資
福
寺
の
住
職
は

虎
哉
の
法
嗣
、
祝
峰
和
尚
か
。

　
「
か
ね
て
よ
り
頼
み
入
り
申
し
候
ご
と
く
」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
前
か
ら
義
姫
は
政

宗
の
も
と
へ
帰
り
た
い
と
の
希
望
を
政
宗
側

に
伝
え
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
そ
れ
は
政
宗

本
人
で
は
な
く
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

伊
達
家
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
資
福
寺
や
政
宗

伊
達
政
宗
の
母
義
姫
（
保
春
院
）
の
最
晩
年
（
前
編
）

佐

藤

憲

一

四
ペ
ー
ジ
二
段
目
に
続
く
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〔
解
読
〕

　
　
な （

猶

　々
）

を
〳
〵
、
此
く （

国
）に

も
、

　
　
あ （

後

　々
）

と
〳
〵
の
人
之
心

　
　
も （

持
）ち

ハ
、
ゆ
め
〳
〵

　
　
御
入
な
ふ
候
間
、

　
　
何
事
ニ
つ
け
、

　
　
た （

頼
）の

ミ
な
ふ
候
、

　
　
さ
り
と
て
ハ
〳
〵
と
、

　
　
た （

頼
）の

ミ
ま
い
ら
せ
候
、
以
上
、

わ （
態
）さ

と
使
し
て
申
ま
い
ら
せ
候
、

う （
承
）け

た
ま
ハ
り
候
へ
ハ
、
ち （

近

　々
）

か
〳
〵
ニ

ま （
政

　宗
）

さ
む
ね
江
戸
へ
御
の （

上
）ほ

り

の
よ
し
に
て
候
、
こ
れ
ニ
よ
り
、

か
ね
て
よ
り
た （

頼
）の

ミ
入
申
候

こ
と
く
、
ハ （

我
等
）

れ
ら
事
と （

年
）し

も

ふ （
深

　々
）

か
〳
〵
よ （

寄
）り

申
候
ニ
、
三
ね （

年
）ん

に

む （
虫
）し

を
ハ （

患
）

つ
ら
い
申
候
、
此
頃
ハ
一
し （

入
）ほ

つ （
強
）

よ
ふ
候
間
、
何
と
も
〳
〵
あ （

危
）や

ふ
く
思
ひ
申
候
間
、
さ
り
と
て
ハ
〳
〵
、

そ
こ
も
と
御
く （

国
）に

の
内
へ
ま
い
り
、

と
に
も
か
く
ニ
も
、
は （

果
）て

申
度
候
間
、

い （
石

　見

　殿
）

わ
ミ
と
の
ニ
、
ハ （

我
等
）

れ
ら
心
中

御
物
か （

語
）た

り
候
て
、
何
と
そ
〳
〵

と （
取

　成
）

り
な
し
、
御
そ （

底
意
）

こ
い
を
う
け

ら
れ
候
や
う
ニ
、
お （

仰
）

ほ
せ
候
て

（
折
紙
見
返
し
）

』

保春院（ 伊達輝宗夫人・ 最上氏） 消息　 資福寺宛（ 元和７ 年ヵ ） 文月2 0 日　 折紙　 縦3 5 .7 cm 　 横5 0 .1 cm 　 仙台市博物館所蔵

可
給
候
、
ハ （

訳

　々
）

け
〳
〵
の
事
ハ
、
ふ （

文
）ミ

に
ハ
申
か
ね
候
間
、
く （

詳
）ハ

し
く

使
ニ
申
候
間
、
よ
く
〳
〵
き （

聞
）か

せ

ら
れ
、
御
こ
と
ハ
り
た （

頼
）の

ミ
入
候
、

こ
ゝ
も
と
め （

迷

　惑
）

い
わ
く
、
よ （

万
）

ろ
つ
ニ

た （
退

　屈
）

い
く
つ
申
事
も
さ
し

お
き
、
た
ゝ
〳
〵
け

（
今
日
）

ふ
あ

（
明
日
）

す
の

や
う
に
て
候
間
、
そ
の
事
ま
で
ニ
候
、

む （
虫
）し

ゆ
へ
、
ふ （

臥
）せ

り
候
て
、
か （

書き

ミ 乱
）た

し
候
、
よ （

読
）め

申
ま
し
く
候
、

め
て
た
く
〳
〵
、
か
し
く
、

　
　
　
（
元
和
七
年
ヵ
）

　
　
　
　
　
文

（
七
月
）

月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も （

最
上
）

か
ミ
よ
り

　
　
し （

資
福
）

ふ
く
寺
へ

　
　
　
こ

（
小

　宰

　相
）

さ
い
し
や
う

　
　
　
　
　
　
人
々
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側
近
の
茂
庭
綱
元
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
綱
元
は
元
和
四
年
夏
、
政

宗
の
五
男
宗
綱
の
菩
提
を
弔
う
た
め
高
野
山

に
入
り
、
入
道
し
て
了
庵
高
吽
と
号
し
て
い

た
。
同
六
年
六
月
頃
仙
台
に
戻
り
、
引
き
続

き
側
近
と
し
て
政
宗
を
補
佐
し
た
。
当
時
は

「
茂
庭
石
見
入
道

（
５
）」

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

　
綱
元
は
天
正
十
八
年
四
月
の
「
母
に
よ
る

政
宗
毒
殺
未
遂
事
件
」
と
「
政
宗
に
よ
る
弟

小
次
郎
殺
害
事
件
」
の
直
後
に
、
政
宗
か
ら

内
密
の
手
紙
を
受
け
取
り
、
事
件
の
詳
し
い

経
緯
を
知
ら
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
既
に
『
歴
史
館
だ
よ
り
』
三
十
号

で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
綱
元
は
政
宗

か
ら
二
つ
の
「
事
件
」
が
、
実
際
は
政
宗
と

母
に
よ
る
狂
言
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
山
形
へ
出

奔
し
た
義
姫
と
の
連
絡
は
綱
元
に
任
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

　
袖
追
書
（
追
伸
）
に
あ
る
「
山
形
藩
も
後
々

の
人
の
気
持
ち
は
到
底
分
か
り
ま
せ
ん
。
何

事
に
つ
け
頼
り
な
く
感
じ
て
お
り
ま
す
」
と

は
、
兄
義
光
亡
き
後
の
最
上
家
内
部
の
対
立
、

内
紛
へ
の
不
安
だ
ろ
う
。
義
光
の
跡
を
継
い

だ
二
代
藩
主
最
上
家
親
は
元
和
三
年
六
月
、

三
十
六
歳
で
急
死
（
変
死
）
。
三
代
目
と
な
っ

た
家
信
（
義
俊
）
は
十
三
歳
だ
っ
た
。

仙
台
へ
帰
る

　
義
姫
が
お
付
き
の
者
た
ち
と
山
形
を
発
っ

た
の
は
九
月
十
一
日

（
６
）で

あ
る
。
仙
台
か
ら
は

義
姫
一
行
を
迎
え
る
た
め
大
勢
の
人
数
が
派

遣
さ
れ
、
道
中
で
使
用
す
る
食
糧
や
物
資
も

送
ら
れ
た
。
当
初
は
十
日
に
発
つ
予
定
で

あ
っ
た
が
、
山
形
城
請
取
の
た
め
幕
府
か
ら

派
遣
さ
れ
た
上
使
本
多
正
純
と
永
井
直
勝
に

挨
拶
す
る
た
め
一
日
遅
れ
た
の
で
あ
る

（
７
）。

　
一
行
は
笹
谷
峠
を
越
え
砂
金
（
宮
城
県
川

崎
町
）
を
通
り
、
秋
保
（
仙
台
市
太
白
区
）、

愛
子
（
仙
台
市
青
葉
区
）
を
経
て
根

ね
の

白し
ろ

石い
し（

仙

台
市
泉
区
）
の
御
仮
屋
（
満
興
寺
境
内
）
に

入
っ
た
。
こ
の
御
仮
屋
は
政
宗
が
近
く
を
流

れ
る
七
北
田
川
へ
川
狩
（
鮎
漁
）
に
訪
れ
た

と
き
の
宿
泊
所
（
別
邸
）
で
あ
っ
た
。
義
姫

は
約
一
カ
月
こ
こ
に
滞
在
し
た
後
、
十
月
初

め
頃
に
仙
台
城
下
の
屋
敷
へ
移
る
。
た
だ
、

そ
の
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
想
定
さ
れ
る
の

は
仙
台
城
の
北
、
後
の
二
の
丸
の
辺
り
か
。

当
時
こ
の
場
所
に
は
政
宗
の
子
ど
も
た
ち
の

屋
敷
が
あ
っ
た
。
元
和
六
年
に
江
戸
か
ら

移
っ
た
長
女
五い

郎ろ

八は

姫
の
屋
敷
（
西
屋
敷
）

も
あ
っ
た
。い
ず
れ
城
の
近
辺
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
義
姫
と
政
宗
が
二
十
八
年
振
り
に
再
会
す

る
の
は
、
政
宗
が
江
戸
か
ら
仙
台
に
帰
る
十

月
二
十
四
日
以
降
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
米
沢
城
内
に
は
「
西
館
」
も
在
り
、
家

督
相
続
以
前
の
政
宗
は
「
伊
達
西
殿
」

（
『
大
日
本
古
文
書

　
伊
達
家
文
書
』
三

一
七
号
。
以
下
『
伊
達
家
文
書
』
と
略

す
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

（
２
）「
片
倉
代
々
記
」
（
『
白
石
市
史
４

　
史

料
編
（
上
）
』
所
収
。
原
本
は
仙
台
市

博
物
館
蔵
）
。
な
お
「
治
家
記
録
」
に

も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）『
伊
達
家
文
書
』
三
二
六
九
号
。

（
４
）
虎
哉
和
尚
「
年
譜
」
「
行
状
」
（
『
訓
注

　

虎
哉
和
尚
語
録
』
所
収
。
覚
範
寺
、
平

成
二
十
二
年
刊
）
に
よ
る
。

（
５
）『
仙
台
市
史

　
伊
達
政
宗
文
書
』
二
〇

三
四
号
、
二
二
三
四
号
な
ど
。

（
６
）「
梅
津
政
景
日
記
」
（
『
大
日
本
史
料

　

十
一
編
之
二
十
一
』
）
に
よ
る
と
九
月

十
一
日
「
政
宗
様
之
御
袋
、
今
七
つ
時

山
形
御
立
な
さ
れ
候
」
と
あ
る
。

（
７
）（
元
和
八
年
）
九
月
十
日
付
茂
庭
了
庵

宛
小
宰
相
消
息
（
登
米
市
歴
史
博
物
館

所
蔵
「
佐
沼
亘
理
家
文
書
」
）
に
よ
る
。

　
　
　
（
伊
達
政
宗
研
究
家
／

元
仙
台
市
博
物
館
館
長
）

〔
訳
〕

　
わ
ざ
と
使
者
を
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
近
々
政
宗
が
江
戸
へ
お

上
り
と
の
こ
と
、
こ
れ
を
機
に
兼
ね
て
お
頼

み
申
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
も
大
分
年
寄

り
と
な
り
、
三
年
程
虫
を
患
っ
て
（
虫
気
＝

癇
）
お
り
ま
す
。
此
の
頃
は
一
段
と
酷
く
な

り
、
命
さ
へ
危
う
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
是

非
と
も
〳
〵
、
そ
ち
ら
の
国
の
内
へ
参
り
、

と
に
も
か
く
に
も
果
て
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
石
見
殿
に
私
の
心
中
を
お
伝
え

い
た
だ
き
、
何
卒
〳
〵
（
政
宗
に
）
私
の
心

の
奥
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
成
し

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
手

紙
に
は
書
け
ま
せ
ん
の
で
使
者
に
伝
え
て
あ

り
ま
す
。
よ
く
お
聞
き
に
な
ら
れ
お
取
次
ぎ

を
お
頼
み
し
ま
す
。
こ
ち
ら
で
の
難
儀
や
退

屈
は
さ
て
置
き
、
唯
々
今
日
か
明
日
か
と
ば

か
り
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
虫
気
で
臥

せ
っ
て
い
る
た
め
、
乱
筆
・
乱
文
で
お
読
み

に
な
り
に
く
い
か
と
存
じ
ま
す
。
め
で
た
く
、

か
し
く
。

　
　
猶
々
、
こ
の
国
（
山
形
藩
）
も
後
々
の

人
の
気
持
ち
は
到
底
分
か
り
ま
せ
ん
。

何
事
に
つ
け
頼
り
な
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。
（
そ
の
よ
う
な
訳
で
）
ど
う
し
て
も
、

お
頼
み
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
以
上
。
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私
は
昭
和
三
十
八
年
に
山
形
市
城
北
町
一

丁
目
に
生
ま
れ
た
。
す
ぐ
隣
は
天
理
教
の
教

会
で
、
朝
は
お
勤
め
の
音
だ
ろ
う
か
、
鐘
が

チ
ン
チ
ン
太
鼓
が
ド
ン
ド
コ
鳴
っ
て
い
た
の

を
う
っ
す
ら
と
覚
え
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
霞
城
公
園
北
門
に
ほ
ど
近
い

天
理
教
の
教
会
は
今
で
も
同
じ
場
所
に
建
っ

て
い
る
。
私
の
生
家
も
人
手
に
渡
っ
て
し

ま
っ
た
が
老
い
さ
ら
ば
え
た
姿
そ
の
ま
ま
に

残
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
子
供
の
頃
は
大
き

く
見
え
た
も
の
が
今
は
何
と
も
ち
ん
ま
り
と

し
て
、
こ
ん
な
も
の
だ
っ
た
ん
だ
な
ア
と
、

た
ま
に
通
る
た
び
に
思
う
。

　
霞
城
公
園
ま
で
は
幼
い
子
供
の
脚
で
も
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
の
距
離
だ
っ
た
の
で
、
私
は

毎
日
の
よ
う
に
母
や
祖
母
に
連
れ
ら
れ
て
公

園
で
過
ご
し
た
。
北
門
前
の
商
店
で
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
を
買
っ
て
も
ら
い
土
手
の
桜

の
切
り
株
に
座
っ
た
り
公
園
の
遊
具
で
遊
ば

せ
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
昔
は
子
供
の
数
も
多
か
っ
た
の
で
、
滑
り

台
な
ど
の
遊
具
は
子
供
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

し
、
公
園
内
に
あ
っ
た
「
児
童
文
化
セ
ン

タ
ー
」
に
行
け
ば
毎
日
誰
か
し
ら
と
顔
を
合

わ
せ
、
卓
球
を
し
た
り
「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」

を
見
た
り
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　
当
時
の
霞
城
公
園
の
西
堀
は
水
が
無
い
空

堀
だ
っ
た
。
北
門
の
西
側
か
ら
南
門
の
西
側

の
堀
は
湿
っ
た
地
面
に
ス
ス
キ
が
生
え
て
い

た
。
小
学
校
の
五
、
六
年
生
頃
か
し
ら
、
我
々

悪
ガ
キ
連
中
は
空
堀
に
誰
か
が
懸
け
た
梯
子

を
降
り
て
公
園
に
近
道
を
し
て
行
き
、
公
園

の
広
場
に
作
っ
た
Ｔ
Ｓ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
田
中

君
と
佐
藤
君
が
い
た
か
ら
そ
う
い
う
命
名
に

な
っ
た
）
で
野
球
を
楽
し
ん
だ
。
ス
タ
ジ
ア

ム
と
言
っ
て
も
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
一
塁
三

塁
に
目
印
の
石
が
置
い
て
あ
る
だ
け
の
三
角

ベ
ー
ス
だ
っ
た
け
れ
ど
。

　
小
学
校
四
年
生
の
時
に
城
西
町
に
引
っ
越

す
ま
で
、
霞
城
公
園
は
常
に
私
の
生
活
の
一

部
だ
っ
た
。
家
の
前
に
は
御
殿
堰
が
流
れ
て

い
て
、
当
時
は
暗
渠
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
水
路
を
ず
っ
と
辿
っ
て
行
く
こ
と
が
で

き
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
危
な
っ
か
し
い
話

だ
が
、
こ
の
堰
の
上
流
下
流
を
行
け
る
所
ま

で
行
っ
て
み
よ
う
と
心
に
決
め
て
、
ひ
ょ
ろ

ひ
ょ
ろ
と
一
人
自
転
車
で
よ
く
出
か
け
た
も

の
だ
っ
た
（
実
家
が
自
営
業
で
忙
し
か
っ
た

の
と
兄
弟
も
多
か
っ
た
の
と
で
、
親
は
子
供

を
あ
る
程
度
放
っ
た
ら
か
し
だ
っ
た
し
、
そ

れ
は
我
が
家
に
限
ら
ず
世
の
中
そ
う
だ
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
）
。

　
私
は
今
で
も
山
形
五
堰
の
流
れ
を
辿
っ
て

小
白
川
か
ら
寺
町
、
七
日
町
あ
た
り
を
（
時

に
民
家
の
敷
地
を
覗
き
込
み
な
が
ら
）
散
策

す
る
の
が
大
好
き
な
の
だ
け
れ
ど
、
こ
の
性

向
は
城
北
町
で
過
ご
し
た
子
供
の
頃
に
作
ら

れ
た
も
の
に
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
山
形
第
二
中
学
校
は
現
在
の
霞
城

公
民
館
の
場
所
に
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
山
形

城
三
の
丸
の
西
端
、
扇
状
地
の
扇
端
に
位
置

し
て
い
た
（
当
時
は
そ
ん
な
こ
と
あ
ま
り
考

え
な
っ
た
け
れ
ど
）
。

　
校
地
の
南
側
、
火
の
見
櫓
の
隣
に
「
ド
ッ

コ
ン
水
」
と
い
う
湧
き
水
が
そ
の
名
の
通
り

勢
い
良
く
湧
い
て
い
た
。
中
学
に
は
「
五
垂

の
泉
」
と
い
う
池
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
私
は

ド
ッ
コ
ン
水
の
流
れ
を
眺
め
水
音
を
い
い
気

持
ち
で
聞
い
た
こ
と
の
方
を
よ
く
覚
え
て
い

る
。

　
さ
て
、
還
暦
を
過
ぎ
た
今
で
も
城
西
町
に

住
ん
で
い
る
訳
だ
け
れ
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
駅

西
」
の
変
貌
ぶ
り
は
も
う
昔
の
姿
を
思
い
出

せ
な
い
程
だ
。
だ
け
れ
ど
、
例
え
ば
第
三
中

学
校
西
側
や
第
七
小
学
校
北
側
地
形
に
三
の

丸
の
跡
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
今
は

は
っ
き
り
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け

れ
ど
旅
籠
町
の
カ
ギ
型
の
道
路
に
城
下
町
の

作
り
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
わ
ゆ
る
鉄
道
フ
ァ
ン
に
は
乗
り
鉄
撮
り

鉄
食
べ
鉄
呑
み
鉄
と
多
種
多
様
あ
る
よ
う
だ

が
、
私
は
何
を
隠
そ
う
「
廃
鉄
」
で
あ
る
。

廃
止
さ
れ
た
線
路
や
線
路
跡
に
い
た
く
郷
愁

を
感
じ
る
類
で
何
と
な
れ
ば
線
路
が
無
く
っ

て
も
構
わ
な
い
派
な
の
だ
。

　
山
形
城
三
の
丸
跡
に
も
廃
鉄
と
同
類
の
感

傷
を
持
つ
の
は
そ
こ
に
時
間
経
過
が
生
む
想

い
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
最
近
、
山
形
五
堰
の
復
活
の
試
み
が
な
さ

れ
て
て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
。
時
間
が
か
か

る
こ
と
と
思
う
け
れ
ど
も
、
城
下
町
山
形
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
山
形
五
堰
を
、
ぜ
ひ
市

民
の
身
近
な
風
景
に
復
活
さ
せ
た
い
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
（
株
式
会
社
Ｙ
Ｃ
Ｃ
情
報
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役
社
長
）

山 

形 

城 

と 

私

伊

藤

秀

美

現在も 健在の当時から ある遊具
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新
・
最
上
義
光
連
歌
の
世
界 

①

　
天
正
二
十
（
文
禄
元
・
一
五
九
二
）
年
、
義
光
は
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
に
動
員
さ
れ
、
諸
将
と
と
も
に
肥
前
名
護
屋
城
（
現

佐
賀
県
唐
津
市
）
に
向
か
っ
た
。
右
は
、
名
護
屋
在
陣
の
ま

ま
翌
春
を
迎
え
た
義
光
が
、
家
老
氏
家
守
棟
ら
と
詠
ん
だ
連

歌
の
冒
頭
で
あ
る
。
『
最
上
義
光
連
歌
集
』
全
三
集
に
収
め

ら
れ
た
三
十
余
巻
の
中
で
も
っ
と
も
年
次
が
古
く
、
義
光
と

紹
巴
の
最
初
の
接
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
は
こ
の
と
き
、
義
光
と
紹
巴
は
直
接
会
っ

て
い
な
い
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
ま
ず
名
護
屋
で

義
光
と
守
棟
が
発
句
と
脇
句
を
詠
み
、
そ
れ
を
義
光
家
臣
江

口
光
清
が
京
に
届
け
、
第
三
以
降
は
紹
巴
ら
が
京
で
満
尾
し

た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
故
名
子
喜
久
雄
氏
が
紹
巴
の
九
州
下

向
を
唱
え
ら
れ
た
が
（
『
人
文
論
究
』
六
九
）
、
の
ち
紹
巴
の

伝
記
研
究
が
進
ん
で
在
京
が
明
ら
か
と
な
り
（
両
角
倉
一
氏

『
連
歌
師
紹
巴
』
）
、
故
片
桐
繁
雄
氏
が
光
清
使
者
説
を
立
て

ら
れ
る
に
至
っ
た
（
『
最
上
義
光
の
風
景
』
）
。

　
つ
ま
り
、
秀
吉
の
命
令
で
名
護
屋
を
離
れ
ら
れ
な
い
義
光

は
、
連
歌
に
言
わ
ば
〝
リ
モ
ー
ト
参
加
〟
し
た
。
こ
れ
は
単

に
文
芸
好
き
が
高
じ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。
義
光
に
は
戦
勝

祈
願
と
い
う
確
固
た
る
目
的
が
あ
っ
た
。
前
掲
書
で
片
桐
氏

は
紹
巴
に
求
め
ら
れ
て
義
光
が
発
句
を
送
っ
た
と
推
測
さ
れ

た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
義
光
の
方
か
ら
紹
巴
に
連
歌
興
行

を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
戦
勝
祈
願
と
し
て
連
歌
を
寺
社
に
奉
納
す
る
例
は
多
い
。

例
え
ば
、
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
五
月
、
秀
吉
は
毛
利
攻

め
の
前
に
『
羽
柴
千
句
』
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
時
秀
吉
は

播
磨
に
お
り
、
紹
巴
に
千
句
を
依
頼
し
た
だ
け
で
句
も
代
作

の
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
『
連
歌
大
観
第
四

巻
』
廣
木
一
人
氏
解
題
）
。
こ
の
よ
う
に
戦
陣
か
ら
在
京
の

連
歌
師
に
指
示
し
て
連
歌
を
興
行
さ
せ
た
先
例
が
あ
る
の
で

あ
る
（
た
だ
し
義
光
の
場
合
、
句
は
自
作
で
あ
ろ
う
）
。

　
そ
れ
で
は
、
戦
勝
祈
願
の
連
歌
と
し
て
冒
頭
の
三
句
を
読

み
解
い
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
義
光
の
発
句
に
お
け
る
「
梅
」
の
「
匂
ひ
」
は
秀

１
　
梅
咲
て
匂
ひ
外ほ

か

な
る
四よ

方も

も
な
し

義
光

２
　
い
く
へ
霞
の
か
こ
ふ
か
き
内

守
棟

３
　
春
深
き
か
げ
の
山
畑
道
み
え
て

紹
巴

　
　
　
文
禄
二
年
二
月
十
二
日
賦
何
人
百
韻

生
田

　
慶
穂

吉
の
威
光
を
象
徴
す
る
。
「
外
な
る
四
方
も
な
し
」
は
そ
れ

が
至
ら
な
い
場
所
は
な
い
の
意
。
こ
の
「
四
方
」
の
使
い
方

は
、
文
禄
元
年
の
『
出
陣
万
句
』
で
吉
川
広
家
が
同
じ
く
、

戦
勝
祈
願
と
し
て
詠
ん
だ
「
日
本
の
ひ
か
り
や
四
方
の
今
日

の
春
」
に
通
じ
る
。
守
棟
の
脇
句
は
、
巨
大
な
軍
勢
が
「
霞
」

の
よ
う
に
名
護
屋
城
の
「
か
き
内
」
を
何
重
に
も
取
り
囲
ん

で
い
る
と
詠
む
。
そ
し
て
紹
巴
の
第
三
は
、
春
霞
の
陰
に
山

畑
が
見
え
る
と
治
世
を
寿
ぐ
。
表
面
的
に
は
ど
れ
も
春
の
叙

景
句
だ
が
、
予
祝
を
こ
め
た
典
型
的
な
戦
勝
祈
願
の
詠
み
ぶ

り
で
あ
る
。

　
文
禄
二
年
春
、
秀
吉
の
渡
海
計
画
が
進
む
さ
中
、
義
光
は

こ
の
連
歌
を
紹
巴
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
秀
吉

の
渡
海
は
実
現
せ
ず
、
義
光
も
渡
海
を
免
れ
た
が
、
甥
の
伊

達
政
宗
は
三
月
に
渡
海
し
て
お
り
、
義
光
も
そ
の
覚
悟
を
決

め
て
い
た
は
ず
だ
。
武
将
の
心
意
気
あ
ふ
れ
る
発
句
と
い
え

よ
う
。

（
山
形
大
学
准
教
授
）



7

N o.14
2024年３ 月

最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー

題字　 齋藤蕉石

　
長
く
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
五
類

移
行
と
な
り
、
よ
う
や
く
義
光
会
に
も
本
来

の
活
動
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
県
内
外
の
来

館
者
、
ま
た
、
外
国
の
方
の
来
館
も
徐
々
に

増
加
し
て
お
り
、
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
ど
う
す
る

家
康
』
の
放
映
の
お
か
げ
で
、
北
の
関
ヶ
原

も
、
多
く
の
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
伊
達
政
宗
と
上
杉
景
勝
・

直
江
兼
続
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
抗
争
で
、

最
上
義
光
の
奮
戦
は
付
け
足
し
程
度
。
残
念

に
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
最
上
義
光
歴
史
館
？
ど
こ
に
あ
る
の
？
」

「
最
上
義
光
っ
て
、陰
険
な
人
な
の
で
し
ょ
？
」

「
良
い
政
治
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、

つ
ぶ
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
？
」

こ
の
山
形
市
で
も
、
最
上
義
光
に
つ
い
て
、

こ
ん
な
言
葉
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。

　
最
上
家
の
石
高
は
、
関
ヶ
原
合
戦
前
の
二

十
四
万
石
か
ら
五
十
七
万
石
へ
、
天
下
の
徳

川
家
康
が
最
上
義
光
の
功
績
を
評
価
し
て
く

れ
た
と
い
う
の
に
、
で
す
。

最
上
義
光
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

～
義
光
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
～

⑴
館
内
案
内
を
通
じ
て

　
何
し
ろ
最
上
義
光
は
知
名
度
が
低
い
。
わ

ざ
わ
ざ
歴
史
館
に
足
を
運
ば
れ
る
方
々
な
の

で
、
歴
史
に
は
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
た
ち

に
違
い
な
い
と
は
思
う
の
で
す
が
、
名
前
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
…
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
県
外
か
ら
の
お
客
様

な
ら
な
お
の
こ
と
。
サ
ポ
ー
タ
ー
が
館
内
を

説
明
し
な
が
ら
回
ら
せ
て
い
た
だ
く
と
、
最

後
に
は
、
最
上
義
光
の
北
の
関
ケ
原
で
果
た

し
た
功
績
や
業
績
に
触
れ
、
義
光
に
対
す
る

認
識
を
新
た
に
さ
れ
、
帰
っ
て
行
か
れ
ま
す
。

⑵
ヨ
シ
ア
キ
☆
す
く
～
る
（
こ
ど
も
講
座
）
、

館
内
見
学
を
通
じ
て

　
山
形
市
の
小
学
校
で
は
、
四
年
生
で
最
上

義
光
の
学
習
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

多
く
の
小
学
校
が
歴
史
館
見
学
や
『
ヨ
シ
ア

キ
☆
す
く
～
る
』
と
い
う
出
前
授
業
を
組
み

入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
歴
史
の
学
習
を
し
て
い
な
い
四
年
生
。

時
代
区
分
や
「
石
高
」
な
ど
の
歴
史
用
語
も

知
ら
な
い
児
童
に
と
っ
て
、
義
光
の
戦
い
や

業
績
に
つ
い
て
の
私
た
ち
の
説
明
は
と
て
も

難
し
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
、
見
学
や
出
前
授

業
が
終
わ
る
と
、
児
童
た
ち
は
一
様
に
目
を

キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
未
来
の
山
形
市
を
背
負
っ
て

い
く
こ
れ
ら
の
児
童
た
ち
の
心
に
最
上
義
光

は
き
っ
と
好
感
を
も
っ
て
印
象
付
け
ら
れ
た

は
ず
。
地
味
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
こ
う
し
た

一
つ
ひ
と
つ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
が
義
光

の
知
名
度
や
好
感
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

⑶
先
生
方
の
研
修
の
お
手
伝
い
を
通
じ
て

　
一
昨
年
は
市
小
教
研
社
会
科
部
会
の
先
生

方
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
サ
ポ
ー

タ
ー
が
館
内
案
内
や
こ
ど
も
講
座
に
つ
い
て

の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
で
、

先
生
方
に
授
業
プ
ラ
ン
作
り
も
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昨
年
も
、
個
人
で
来
館
し
て
研

修
さ
れ
た
先
生
、
ま
た
、
校
内
研
修
に
お
呼

び
い
た
だ
い
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

　
よ
り
良
い
授
業
に
す
る
た
め
に
と
、
先
生

方
が
熱
心
に
研
修
さ
れ
る
姿
に
は
本
当
に
頭

が
下
が
る
思
い
で
し
た
。
研
修
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
参
加
さ
れ
た
す
べ
て
の
先
生

が
今
後
の
指
導
に
役
立
つ
と
回
答
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
形
に
な
じ
み
の
少

な
い
先
生
方
か
ら
は
、
「
こ
れ
で
安
心
し
て

授
業
が
で
き
そ
う
で
す
」
な
ど
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
先
生
方
と
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
児
童
た
ち
。
や
が
て
は
、
山
形
市

民
の
最
上
義
光
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
米
沢
の
「
伝
国
の
杜
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
方
々
と
の
交
流
の
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
な
お
一
層
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
来
館
者
に
対
す
る
よ
り
質

の
高
い
説
明
を
目
指
し
て
、
歴
史
専
門
家
を

お
招
き
し
て
の
研
修
会
や
現
地
研
修
な
ど
、

様
々
な
研
修
の
機
会
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
イ
ン
プ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
に
つ
な
が
る
こ
と
に
大
い
な
る
喜
び
と
や

り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
佐
藤
）



表
紙
の
写
真

　
木
彫
彩
色

　
保
春
院
尊
像
（
仙
台
市
・
保
春
院
）

　
最
上
義
光
の
妹
で
伊
達
政
宗
の
実
母
で
あ
る
保
春
院
（
お
東
の
方
／

一
五
四
八
～
一
六
二
三
）
の
四
〇
〇
年
忌
（
没
後
三
三
九
年
）
に
あ
た
り
、

菩
提
寺
・
保
春
院
（
仙
台
市
若
林
区
）
の
三
浦
真
人
住
職
が
木
製
の
尊
像
を

制
作
す
る
「
保
春
院
さ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
没
後

四
〇
〇
年
に
あ
た
る
令
和
五
年
に
尊
像
が
完
成
し
、
十
月
八
日
に
開
眼
法
要

が
行
わ
れ
て
一
般
に
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
館
で
は
、
三
浦
住
職
の
ご
好
意
で
、
出
身
地
で
あ
る
山
形
で
、
令
和
三

年
九
月
二
十
七
日
に
当
館
を
会
場
に
し
て
「
保
春
院
ご
尊
像
鑿
入
れ
式
」
山

形
会
場
が
開
催
さ
れ
（『
歴
史
館
だ
よ
りN

o
.2

9

』
の
表
紙
写
真
）、『
歴
史

館
だ
よ
りN

o
.3

0

』
に
は
三
浦
住
職
か
ら
特
別
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
は
完
成
し
た
保
春
院
様
の
御
尊
像
で
す
。『
歴
史
館
だ
よ
り

N
o
.2

9

』
表
紙
の
完
成
前
の
写
真
と
見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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印
　
刷

　
株
式
会
社
大
風
印
刷

ご
利
用
に
つ
い
て

開
館
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

入

館

料
　
無

　
料

休

館

日
　
月
曜
日
（
国
民
の
祝
日
と
な
る
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　
　
　
　
　
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

交
　
　
通

　
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
よ
り
徒
歩
約
15
分

　
　
　
　
　
大
手
町
バ
ス
停
留
所
よ
り
徒
歩
１
分

　
宝
珠
山
立
石
寺
は
、
慈
覚
大
師
円
仁
が
清

和
天
皇
の
勅
許
を
得
て
開
い
た
と
い
う
名
高

い
霊
場
寺
院
で
、
立
石
寺
あ
る
い
は
単
に
「
山

寺
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
二
月
、
国
名

勝
史
跡
指
定
を
受
け
た
。
貞
観
二
年
（
八
六

〇
慈
覚
大
師
創
建
の
古
刹
で
あ
り
、
一
相
坊

円
海
（
い
っ
そ
う
ぼ
う
え
ん
か
い
）
が
再
興

し
た
。

　
延
暦
寺
不
滅
の
法
灯
は
、
織
田
信
長
の
焼

き
討
ち
の
後
立
石
寺
か
ら
法
灯
を
受
け
継
い

だ
。
東
北
の
比
叡
山
と
し
て
有
名
で
あ
り
、

凝
灰
岩
の
岩
盤
に
建
つ
釈
迦
堂
の
開
山
堂
、

根
本
中
堂
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
、
奥
深
く
静
か

な
景
勝
地
で
あ
る
。

　
そ
の
宝
珠
山
立
石
寺
の
一
角
に
、
最
上
義

光
の
御
霊
屋
（
位
牌
堂
）
が
あ
る
。
建
設
時

代
に
は
極
楽
院
西
側
に
あ
っ
た
こ
と
が
、『
山

寺
状
口
絵
』
（
一
七
二
六
）
に
よ
り
確
認
で

き
る
。
そ
の
後
移
転
が
数
回
繰
り
返
さ
れ
、

現
在
は
中
性
院
向
い
に
鎮
座
し
て
い
る
こ
と

が
『
羽
州
山
寺
立
石
寺
宝
珠
山
略
絵
図
』（
一

八
六
一
）
で
も
確
認
で
き
る
。

　
山
形
藩
五
十
七
万
石
の
初
代
藩
主
と
な
っ

た
最
上
義
光
の
御
霊
屋
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

に
建
物
や
そ
の
内
部
に
納
め
ら
れ
て
い
る
位

牌
等
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
て
き
た
が
、
「
建

築
史
学
」
的
な
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

建
築
年
代
や
建
築
後
の
変
遷
な
ど
不
明
な
点

が
多
か
っ
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）

に
山
形
霞
城
郷
土
史
研
究
会
は
、
建
築
史
学

の
観
点
か
ら
宝
珠
山
立
石
寺
中
性
院
住
職
の

立
会
い
の
も
と
、
山
形
大
学
永
井
康
雄
教
授

（
建
築
史
学
）
他
関
係
者
に
依
頼
し
実
測
調

査
と
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
の
た
め
サ
ン
プ

ル
を
採
取
し
た
。

　
建
築
後
の
経
緯
な
ど
考
察
を
依
頼
し
た
結

果
、
建
物
の
概
要
と
し
て
は
御
霊
屋
建
物
の

宝
形
造
内
部
は
、
床
板
張
部
分
に
建
築
後
間

も
な
く
一
部
取
り
替
え
が
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
一
見
し
て
分
か
る
。
そ
の
他
は
古
い

材
が
残
っ
て
い
る
。

（
後
編
に
続
く
）
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つ
い
て
（
前
編
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